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てF 乙れを容易に解析するための l つの方法を示している。
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第 6 章はミ本論文 lと関する結論で，本研究の成果を総括して述べたものであるO
論文の審査結果の要旨
本論文は，電気回路網理論を用いて複合ファブリ・ベロー形レーザおよび 2 分割レーザの発振特性
を明確にするとともに，中央にガウス絞りを置いた横姿態分離効果の良好な新しい形の共焦点共振器
を提案し，さらに，任意のコヒーレンスを有する光波をランダム・プロセスとみなして解析を容易に
する方法を示している。
以上のように本論文はレーザ技術の発展に寄与するととろが大きく，博士論文として価値あるもの
と認める。
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